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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
論文提出者氏名 田戸 大智 
論 文 題 目 東密教学の展開と形成 
審査要旨 
 日本の密教は大別して、台密（最澄に始まる天台宗の密教）と東密（空海に始まる真言宗の密教）という二つの大
きな流れで捉えられ、研究もそれぞれの立場から行われることが多い。それは、日本の密教を本格的に確立したの
が空海であることから、特に東密の研究者に顕著な研究態度と言える。しかしながら、歴史的事実はそうではなく、
最澄以降、円仁や円珍の入唐求法は比叡山に新しい密教をもたらし、以後、相拮抗するかたちで展開してきたの
である。中でも、円仁の弟子であった安然は、空海の影響を受けつつ、天台密教を大成した。勿論、空海と安然と
では立脚点が異なるため、後の論争へと繋がる点もあるが、空海以後しばらく振るわなかった東密は、安然を頂点
とした台密の研究をすることで大きな影響を受けつつ進展していったのである。やがては、現在にまで至る教学が、
東密の古義・新義という立場から樹立され、台密とは異なった教理が成立することになるが、本論文で扱われる院
政期から鎌倉期にかけての東密はまさに台密教学を研究し導入した時代であった。従来、東密を中心に研究する
場合、そういった観点からの研究はあまりなされていない。本論文の眼目は、台密からの影響を解明しつつ、済暹
や重誉といった学匠の教学を検討するところにある。内容は、教主論・五相成身観・成仏論等が中心になっている。
以下に目次を示す。 
序章 
第一部 教主論の展開 
  第一章 五種法身説の検討      第二章 済暹の教主義―安然説の受容― 
第二部 五相成身観の考察 
  第三章 五相成身観の日本的展開―安然と済暹を中心に― 
  第四章 般若訳経典における五相成身観―安然説の影響― 
  第五章 『五部心観』の五相成身観 
第三部 成仏論の形成 
  第六章 済暹の密教行位説      第七章 重誉の機根論 
第四部 東密と兼修禅 
  第八章 『菩提心論開見抄』の検討 
  第九章 東密における禅―『菩提心論開見抄』を中心に― 
終章 
資料編  温泉寺蔵『菩提心論開見抄』二巻・翻刻研究 
 序章では、全体の見通しや、本論文の方法論を述べる。以下、大きく四部に分かれ、それぞれに二章、乃至三章
が配されるという構成になっている。 
 第一部では教主論が扱われ、第一章の五種法身説と第二章の済暹説が論じられている。この両章では、安然の
説に注目することで、従来の研究を進展させることができた。すなわち、第一章では五種法身説が遼の覚苑の教説
に見られることに併せて、それ以前の安然の教義にも導入されていること、そして、第二章では安然の教主義が済
暹に影響を与えたことを述べている。 
 第二部は、『金剛頂経』の代表的な観法である五相成身観について、新しい観点から論述を進めている。その話
題の中心は、既に幾つかの充実した研究のあるインド・中国説の解明にはなく、やはり安然を規矩としている。最初
の第三章では、成立に問題のある『尊勝脩瑜伽法軌儀』に基づいて、安然が初めて五相成身観と五智の対応関係
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を論じたことを述べ、更にその安然の教説を済暹が継承していることを論じている。併せて、安然や済暹の説がもと
になって、後の東密の教学に影響を与えたとする。第四章では、般若三蔵が翻訳した経典である、『諸仏境界摂真
実経』・『大乗本生心地観経』・『守護国界主陀羅尼経』という三経に説かれる五相成身観の不整合性を安然が取り
上げて解決を図ったこと、およびその影響と展開を、台東両密において論じている。第五章では、既に検討した『尊
勝脩瑜伽法軌儀』と『諸仏境界摂真実経』という二書に見られる説を、『五部心観』の成立の解明に活用し、従来説
の再検討が必要ではないかという問題提起を行っている。 
 第三部は、成仏論に関わる問題点を取り上げている。先ず第六章では、済暹の行位説を扱う。特に、五相成身観
と行位との関係を論じたところが本論文に通論性を与える話題として捉えられ、やはりその教義が台密の円仁・安然
説に依拠したものであることを言う。このような教説は、後の東密教学には直接の反映がなされないのであるが、過
渡期の様相を示すものとして重要である。第七章では重誉の機根論を探っている。ここでは、頓入者・超昇者・漸入
者という三類と行位の関わりを検討し、やはり台密の影響を受けた過渡期の学匠であることに注目している。 
 第四部は、従来完本の知られなかった、『菩提心論開見抄』の全文を発見したことで起稿した二章により成ってい
る。最初の第八章では、『菩提心論開見抄』の著者としてこれまで実範の名が挙げられていたことを否定し、実範以
後の東密の学匠による撰述であると推定している。同書が済暹の著作や禅典籍を活用していることに注目しての立
論である。第九章は『菩提心論開見抄』の内容を、東密における密禅一致という観点から考察している。東密の学
匠としては道範に注目し、また文献としては伝栄西撰『真禅融心義』を取り上げる。結論としては、『真禅融心義』と
の関わりを認めることで、両書とも十三世紀中頃以降の成立とし、共に道範や頼瑜といった東密の学匠との関わりを
持つ書物としている。 
終章は全体の纏めであり、また各章の要説になっている。 
最後に付された資料編は、第四部で扱った、新発見の『菩提心論開見抄』についての翻刻研究である。 
以上の内容は、論文提出者が大学院博士課程における研究テーマをまとめたものである。未解決の問題もある
ので、更に視野を拡充していく必要もあり、また文章表現にも若干の問題点が見出されるが、従来の研究をよく理
解・整理し、その上で歩を進めたものと言える。特に、済暹の教学について台密からの影響を具体的に論じたこと
や、日本における五相成身観の展開を包括的に論じたことが注目されるであろう。博士（文学）の学位を授けるのに
十分な内容を持つ研究であると評価される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
公開審査会開催日 2010 年 1 月 20 日 
審査委員資格 所属機関名称・資格 博士学位名称 氏 名 
主任審査委員 早稲田大学文学学術院・教授 博士（文学）早稲田大学 大久保 良峻 
審査委員 早稲田大学文学学術院・教授 Dr.Phil（ハンブルク大） 岩田 孝 
審査委員 早稲田大学文学学術院・教授  吉原 浩人 
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